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　心理学的発達主義者の教育理論は，大部分経験的にして思弁的な思考の結果として組織化された
ものであった．つまり，その所説は教育先哲の試行錯誤的経験に全く依存して構成されたものであ
ったり，或は単なる教育思索の教育論以外の何ものでもない所説に依拠した主観的な教育宣言であ
ったりすることが凪々であった．これらの教育実践からの発見と思崇というものは，勿論，教育の
進歩に寄与貢献するところ大なるものがあったのであるが，十九世紀の後半の偉大な科学の発展期
を通じて，科学的の研究方法が純粋科学や応用科学にもたらしたような妥当性と適切性を欠如する
ものであった．十九世紀は，天文学，生物学，生理学，物理学，化学などの純粋諸科学と農業，工
業，輸送，実践的生活のあらゆるその他の側面への応用科学にみられる激しい発展によって特長づ
けられる．大半のこれらの科学の進展は学校以外ですすめられた．それで，科学運動は教育とかか
わりなく展開された形となった，十六，十七世紀の科学上の覚せいは教育における感覚論的実在主
義の運動に反映されていて，新しい衝迫はRousseau, Pestalozziによる科学的教科内容に与へら
れていたが，科学的の研究と科学的の方法はゆっくりと，そして，多くの反対と戦ひながら学校の
中に導入されたのである.
　Herbert Spencer (1820-1903)は19世紀の科学者たちによって発展させられた新しい科学的内
容と新しい科学的方法は学校及び大学において，もっと入目につく位置を与へられるべきだとい
う要請を鼓舞することで，もっとも影響のあった教育学者というべきであろう. Spencerの著書
Education, Intellectual, Moral, and physical C1860)の中で，彼は学校のカリキュラムは，それ
らの内容価値の為のみならず，また，それらの方法価値で正確な科学を導入すべきであると主張し
ている．然しカリキュラムの科学の導入以後すらも教育それ自身は科学からは程遠いものであった
し，目標，内容，組織，方法は科学的に決定されるということは遥かにかけ離れたものであった．
　然しながら，20世紀の初めに，科学的探崇と科学的決定の精神は教育者の教職専門的思考の中に
強い力で浸透し始め今までとは別の顕著な貢献を教育上の進歩に果たすことになった. 1910年代に
入ると，教育界の指導者の伝習的な実践主義的思索的思考は厳正な科学的精神でなされた探求に，
その道をゆすることになり，現代科学の正確にして確実な方法によって追求されることになった．
　教育者たちも，科学的調査に立脚した示唆的改革に新しい感受性を発展させるにいたり，ようや
く，しっかりとした科学的基底に基づかない提案に疑惑の念をつのらせるようになっていたのであ
る，教育問題の科学的研究は，アメリカ合衆国のChicago Columbia, Stanford Universityなど
の大学部（教育学部）大学院を中心になされたが，然しこれらの研究センターは，ドイツ，イギリ
ス，フランスの一定の研究者たちの研究業績によってある程度まで影響されたものであった．
　科学的決定論者は，すべての教育問題は科学的な態度で研究されるべきであり，すべての教育実
践と教育手続きは，科学的精神と科学的方法の手法で処理された研究とで決定されるべきであると
主張した．
　科学的方法は, (1)客観的で（2）公正で（3）数学的に正確で（4）いかなる人も，優秀な観察者であ
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れば検証されうるものである．これは，教育科学主義者が教育目標，教育内容，教育機関，教育組
織及び教育方法のような諸問題を決定するに好んで用ひる方法である．彼らは，事実形式の資料の
場合も一般原理形式の資料の場合も単に基礎科学を利用するのみでなぐ，正確な科学の実験的統計
的研究手続きを模範としようとするのである. 1879年め始めにWuhdtは世界最初の心理学実験所
をLeipzigに設立した．　　　　　　　　　　　ヤ
　Wundt以外のドイッ人の心理学者として顕著なWeber, Fechnerは身体精神論的一肌の測定
を発展し始め，世紀末には感党，知覚の分野という主に限られたものであったが各種の心理テスト
がドイツで始められた．イギリスにおいて, Francis GaltonとKorl Pearson は生物学，遺伝学，
優生学，社会学，心理学の諸分野において，研究と測定.の統計的方法を発展さしたのである．彼ら
は教育者ではなかったが統計的方法を進展せしめ後に教育調査とのI関聯において用ひられる統計的
原理と統計用語を作りだしたのである．アメリカ合衆国において, J. Meken Cattell はGelton
とPeassonの統計的研究業績から成長して行った’人体測定或は寿命測定の新しい科学の影響をう
け･1890年においてPensylvania University に弁いてMental Tests and Measurements を出
版した．これはこの方面の研究の最初のものであったj‾
　Thnorndike> E. L.は教育統計の創始者であって教育問題に数量的研究の方法を適用した最初
の人であった. 1902年に彼はColumbia University で教育測定の最初の講座をひらき, 1904年に
Mental and Social Measurements という画期的な書物を出版した．この書物の序文の中で，本
書の目的は，知能測定の理論を学生に紹介し，批判的に数量的立証と立論に従ひ，自分たち自身の
調査を正確かつ論理的なものたらしめるに役立つと思われる知識と実践を与,えようとするにある，
とのべている.
　Thorndike, E. L:は特に生徒たちに教授の結果の科学的測定の方法論を組みたてることを強く
求めたのである．彼は教育科学の父と称されるが，教授の結果の科学的測定を試みた最初の人では
なかった．実際には，教育測定迎動は, T. M. Riceの研究めみられたアメリカ合衆国において始
まったのであって彼は1894年各都市並に農村の学校の３万柴越す学童のSpellingの達成度の有名
な研究を実施した．　　　　　　　　　　　　　　　　，
　即ち，50の単語の単独リストを用ひて，一日Spellingに15分間あてた学生は同一･教材に１日，
50分あてた生徒と同じように, Spellすることがで･,きた．これは，おどろくべき発見であったので
ある．然しながら，当時の学校当局が形式陶冶の学説(The doctrine of formal discipline)を依
然として強く一般に信じ，綴り字教授の価値を生徒の綴る能力を測定することによって決めようと
期待するのは，愚かなことであると主張していた々で.このRice, J. Mの調査結果は現場に殆ん
ど影響を与へなかったのである．この開拓者の研究のもつ現実的な重みは，それが少数であったが
教師の指導的立場の人々をして教育上の達成結果の客観的にして的確な測定がStandardized Tests
で実際に可能であるという考へに方向づけたという事実である．
　科学的の教育測定の現実的創始は，天才的研究者Thorndike,･Ｅ.Ｌの発想からもたらされたと
いってよい.　CattellのEqual-Distance Theoremを利用.して，・Thorndikeは教育成果測定の
Scale Unit を考案した. 1908年にThorndikeの指導め下に始められたStoneのArithmetic
Reasoning Test はThorndikeによって提唱せられた尺度テストにRice Comparative Test を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４変容発展したものであったThorndike自身は1909年にHandwriting Scale を考案発表した．
そして，これは引き続いてHillegas Composition Scale,: The Tirabue Language Scale. Woody
Fundamentals of Arithmetic Scale のような門弟のテスノト考案発表となった．これと相前後し
DetroitではStuart Courtis は標準化テストの実験に成功し,て科学的に構成されたテストを用ひ
てなされた，いわゆるNew York City Survey of 1911年の最初の体系的の調査のTestを指導
するよう委托された．
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　統計的に調査され得るもうーつの問題は間もなく数量的研究に興味をもっていた人々の注意を引
き始めたのである. 1907年には　Elimination of pupils from Sehool　という　Thorndikeの調査
が･1909年にはLeonard, P. AyearsのLaggard in our schools　という市立学校の落第と退学
　(Retardation and elimination)の調査が，そして, 1912年にはHarlan UpdegraffのStudy of
Expenses of City School System ･が出版せられた．これら３つの研究は，学校がどのような成果
をあげているか，そして，また，どのような教育費がかかっているかということを正確厳正な統計
的方法によって明砂に測定しようとする先駆的な研究であった. 1913年ThorndikeはGeorge Ｄ.
Strayerらと共同研究のかたちで。Qualitative Studies in Educational Administration を出版
し, 1915年にはHarlod Rugg がStatistical Methods Applied to Education を出版し, 1918年
にChorles Ｈ， Judd はIntroduction to the Scientific Study of Education　を出版した．学力
の測定で得られた諸結果は能力に照合して解釈され得られて初めて実際的意義をもち得るものであ
った．教育問題の解決にめざましい進歩がみられる前に，学業成果を測定する尺度が知能測定の尺
度によって補修されねばならなかった．
　客観的知能測定の開始は，パリ大学のフランス人，心理学者Alfred Binet (1857-1911)が
Mental Age で一般知能の測定の尺度を考案した1905年になされたのである．
　知能テストの結果を従前よりも遥かに意味深いものとしたＩ・Ｑは, 1910年にWilliam Stern
によって発展された. Binet Scale の転川はGoddardらによって,･アメリカ合衆国においてなさ
れた．然し，それはTerman,　Leuris Ｍ とStanford University の彼の助手たちによってなされ
た改訂版のものであった．
　大戦中，心理学者グループは，軍隊要員の訓練と指導のために兵士分類の団体知能尺度（Ｔｈｅ
Army Alpha Group Intelligence Scale)を考案した．かくして，一斉に大集団の知能測定の可能
性が生じた．大戦末には，これらぶ理学者の中でも著名なOtis Tern!an, Haggertyその他は，小
学，中学，大学の生徒，学生の知能測定のために，さきのものと類似の団体検査を作製した．
　近年．児童の研究はますます科学的となってきた．今日では，もはや我々は, Stanley Hall に
よって用ひられた主観的観察や内観的質問法の類ひのものに依拠することはしないのである．
　数多の科学実験と調査研究が，児童の知能のみならず，また，児童の生理，人格性，情緒反応，
社会反応，知的身体的情緒的社会的側面の成長と発達の本質を解明するためにすすめられた．財
団の研究補助金の補助で体系的な発達研究が進められたが，その中でも, Walter Ｆ. Deaborn指
導のHarvard University の研究やI. owa大学の　Bird T. Baldwinらのそれは著名な研究で
あった．学校調査は教育における科学運勁の自然の成果であった．各調査は，その時までに発展し
ていた数量的研究の方法のすべてを発展さした，
　最初の学校調査は, 1910年New Jersey のMontclairとEast Orange においてなされた．こ
れらの調査報告はHarvard University めPaul H. Hanus　の個人的る観察と意見から，大半は
成り立っていたのである.
　191)年にHanus　は最初の包括的な調査を実施する為にStｄを組織したが, New York City
の学校組織の学校調査ではＣｏｕｒtiｓか学校調査に初めての標準化テストを用いた．
　間もなく，調査は全く客観的のものとなり，正燧にして統計的な方法に基づいたものとなった．
この種の最初のものはStrayerによって処理されたButte Montana の学校調査であった. 1915年
Juddの指示の下になされた包括的なCleveland Survey では調査技術は標準化されたものとなっ
ていた.
　Clevland Survey は　Russell Sage 財団によって費用はまかなわれ，22の論文に出版された．
科学的に条件を統制して教育上の実験を行ういわゆる教育実験は1915年以来急速に発展した．｀
　科学的カリキュラム構成と教授技術の科学的決定は，学校管理の一般に承認された技術となり，
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自主編成のための調査の運動は広く地方においても実施されることになった.
　1913年のNew York City を皮切りに，調査研究局が各学校系統に設置され, 1916年にはNa-
tional Association of Directors of Educational Researchが形成され，後に現在National
Education Associationの有力にして，包括的な部門のAmerican Educational Research に名称
か変更された．　　　　　　　　　　　　　　　　，
　これらの調査の専門家の仕事は，急速に学力の一般的調査やテスレト計画の処理なとがら，生徒の
配置，原級とめおき，カリキュラム組織，給与計画，学校財政，立法，公的関係などの諸問題を処
理する広汎な科学的研究を含むものに拡大して行ったのである，世界大戦後数年にして学校建築に
もより的確にして科学的な基礎の摂取利用が顕著となってきた.
　Columbia University のGeorge> D. Strayerは特化学校管理と経営の問題の解決に科学的方
法の応用に私極的であった．　　　　　　　　　．　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学的決定論者の目標
　科学的決定論者は，教育の本質そのものについては，殆んど言及していない．彼らの関心は学力
の測定と達成能力の測定に専ら注がれ，社会の理想や教育の究極目標を深く考察したりすること
は，その直接の対象にはならなかった．然し，彼らが常に正確にして厳密な実験と調査によって発
見され得られる普遍的な自然法則と調和して働らく宇宙及び社会秩序を頭の中に描いていることは
たしかである．彼らにとって，理想的な社会秩序は科学によって規定された原理と法則に一致する
ところのものであり，そこでは科学は社会進歩の唯一の保証人である.
　Massachusetts州立工業大学学長Karl Compton は，わが国の将来の安全ど繁栄は科学的研究
と科学的原理に立脚した国家計画の採用に依存するものであり，われわれは農業の過剰生産の問題
を科学的に攻究する必要があり，産業機能のために科学的基底を発見せねばならない．そしてわれ
われは科学的利用が不必要な浪費にとってかわるような仕方で天然資源を発達すべきであると提唱
したがこの考へ方に科学主義の教師が同意を一様に表明したのは全く自然のことであった．この理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　　丿　　　　　　　　　　　　　　　・想的社会秩序の考え方に従うと，科学主義の教師は教育の目標として先づ第一にこれらの原理を発
見し構成し応用する湛能な科学者を養成すること　第二に，こ.れらの科学的発明，発見をその生
活にとりいれ，科学的生活を営なみ得る国民を養成することをかかげるのである, Thomas Ｈ.
Huxley一つとに，イギリスの科学者Thomas ｎ. Huxleyはこのような見解をきわめて明碓に
表明した．即ち，その著Science and Education (.1910年）によれば，「教育は自然の諸法則一一
この中に私は単に事物やその作用ばかりでなく，更に，人間とその行動を含もうとするものである
がｰの中に知性を構成することであり，そして，これらの法則と一致して活動することを強く欲
求し深くあこがれるように感情と意志を形成することである」要するに，教育は人間の知性，感情
及び意志が科学的法則，科学的原理に一致することをその究極の目的とする．
　このように，人間の精神をすべて科学的法則によって規定し，一切の問題を科学的方法によって
解決しようとする立場に対しては，慎重な吟味か加えられなければならないであろう．教育の窮局
的目標を，科学的決定主義というような限られた考へ方で狭く考えることの適切性に疑問を抱くも
のも多いのである．
　多くの社会問題の攻究において，特に微妙な人間関係，複雑な社会的契機，相違する個性等から
なりたっている社会問題の解決に当っては科学の方法のみならず哲学の方法を使用することが必要
である．近年，検証し得る証明を志向するいわゆ右科学的方法のみに専ら依存して哲学的思索の伝
統的分野を軽視する傾向がみられる. J. Deweyの流れを汲む, Ross Ｌ. Finnlyが述べているよ
うに「科学の帰依者は彼らの神の威信を進めようとするその熱意のあまり，解決に当って実証的な
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結論を得る見込のある問題だけを選択し，そのような見込の乏しい問題を回避する傾向かある」し
たがって，そこでは多くの領域が未解決のまま残されていく．これらの問題をとりあげ，そして少
くともわれわれの現にもっている実際の知識と矛盾のないようにこれを解決しようとすることは，
たとえ，その結論が幾分科学的でないとしてもきわめて重要な，そして有益な知的努力である．勿
論，われわれは独断的な叙述，軽卒な概括，光験的な推理，或いは空虚な結論はあくまでも，これ
を阻止しなければならない．しかし，科学的に規定することのできないものをすべて非難する科学
者は自分の教育目標の領域を不必要に自ら制限しているものといわなければならない．
　更に，ここで考慮されるべきもう一つの重要な事柄が存在している．科学とわれわれが呼ぶ事柄
は，そもそもくわんまんにして時に苦情にみちた実験に多く依頼しているのである，紙上でうまく
見え，実験室でよく行われた公式が必ずしも大規模な人間の事柄に同等の成功をもって適用される
とは限らない．科学者は忍耐力のある人々であり，究極の成功をめざしうち続く失敗を感受しこれ
を利用して，その実験を繰り返す人々である．ところが，一般の人々は科学と違って持久力がなく
特に科学者の一見緩慢なやり方が気に入らない．彼らは急速な成果を安易に期待し，これに失敗す
るとふり出しに帰って全く別なものから出発しようとする．これらの人々に追求的精神と研究的態
度を養い，彼らを科学的生活をいとなみ得る国民にまで形成しようとした点こそ実に科学的決定論
の本質的な偉業といわなければならない．科学的決定論の教育者は特に教育それ自体を一つの科学
に高めることを志向し，この線に沿って最も大きな業績を遂行した.
　ThorndikeとJuddは共に約30年にわたって教育学徒の任務は科学的研究の習慣を形成し，統
計営の論理を習得することにあると主張してきた．彼らの主要な興味は科学的方法を教育研究に適
用yることであった．
　事実発見的統計的実験的教育技術の確立と普及に与えた彼らの影響は，計かりがたいものがあっ
た．かくして，ア.メリカの教育研究は事実に立脚し，統計を利用し実験によって証明するという近
代的形態を確立するにいたった．彼らは，多くの人々に教育が人間にどのような変化を与えること
ができるかの問題を科学的に解明することを教えたのである．
　換言すれば，彼らの具体的な業績は教育の能率を科学的に判定する一定の規準を設定したことで
あった．彼らは，学校と学童に対して慎重細心な測定を試みることによって，仕事の能率と非能率
あるいは活発と不活発を科学的数量的に規定しようとした．そして，この教育における能率ほど教
育科学主義者の強く主張したものはない. Thorndike, E. L.の確信によれば「すべて存在する
ものは，ある数量に於いて存在し」「数量において，存在するものは周到な用意をもって望み，技
術的な助力を慎重に利用するならば，すべてこれらを正確に観察することができる」このような立
場を敷影して，その門下William A. Mccall (1891)はその著「教育測定法（Ｈｏｗ to measure
in Education)において，若干の命題を定立しているが，今これを要約すれば，次の通りである．
　　１．いやしくも．存在するものはすべて，ある数量において存在する．
　　２．数量において存在するものは，すべてこれを測定することができる．
　　３．教育における測定は，概して自然科学における測定と同様である．
　　４．自然科学における測定は，すべてかならずしも完全ではない．
　　５．測定は，科学的教育の発達に不可欠のものである．
　　６．教育における測定は，教育テストよりその範囲が広い．
　　７．教育には測定以外になすべきことがある．
　　８ご児童の先天的な素質や能力が測定できない限り彼を理解することは不可能である．
　　９．いかなる教育目標も，それが漠然としたものであればあるほど，それだけ価値が乏しい.
　　10.方法と教材の価値は，それらの効果か測定されなければならない.
　　11.学業成績の測定は教授法の検討よりも先に行なわなければならない．
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　　12.測定は教育上の気まぐれや流行ではない.
　　13.測定は教育或は教師を機械化しようとする.ものではない.
　　14.測定は枯渇した画一個を生産しようとするものではないト
　現代の産業界の指導者が商工業の能率を目的とすると，正しく同じく，アメリカの教育界の指導
者は今日，学校教育の能率化を志向して努力している．彼ら/は.最小の労力と時間で最大の効果を
収めようと試みるのである．彼らは，この能率がどのようにして得られるかを決定するために科学
的測定の用具を用ひたのである．彼らは，学校教育の方法を決定するに際して，従来そのために用
ひていたすべての伝習的な主観的にして推測的な方法を排しそれに替えるに学校教育成果の客観的
にして正確な測定を以てしようと提唱したのである，これこそ，新しい教育科学迎動の導火線，原
動力をなしたものである．
　然し，教育測定迎勁は，こうした目標を追求するにあたり若干の注意に是非とも耳をかさねばな
らない．先ず第一に測定運動は，まだ幼稚な段階にあり，われわれは，知性，情緒，社会的関聯の
ような分野の測定用具を短時日のうちに完全化することを期待することはできない．過去，数百年
にわたる努力の結果，われわれはようやく物理的な自然現象の一部を測定する方法に到達したばか
りであって，複雑な精神現象，社会現象を測定し得るまでには，今後より長期にわたる努力を必要
とすることを覚悟しなければならないであろう．
　第二に客観的に具体的に測定され得られる事物のみが価値をもつという結論はいささか独断に近
い．教育哲学者の仕事を推測以外の何物でもないと非渥し，近代の心理学，社会学，美学，倫理学
における哲学的思考を無視する態度は極めて独善的である．第三に科学的になろうとするあまり，
学校の授業や諸活動を非人格化し，機械化し，児童を頻数分配の単なる記号とみなしたり，事例研
究の一例として取扱ったりすることは余りにも傲慢である．要するに，科学的測定と統計的研究は
それら自体におい七目標となることは，決して許さ･れないものであって，常により能率的な学童教
育の手段として用ひら’れねばならない．
　われわれは，統計的操作に熱中して，われわれの常識を見失うことがあってはならない．科学的
決定論者の目標の一つは，科学的測定用具を用ひて学童の組分けや選職の決定をすることにある.
　William C. Bagley は1922年のChicagoの全国教育協会でめ画期的な講演「民主主義と知能指
数(Democracy and the l ・Ｑ）で，この種の科学的決定論者の欠点をきびしく論難した. Bagely
は科学的決定論者の欠点をきびしく論難した. Bagelyは科学的決定論者が学童の組分け選職目的
に一般知能検査を用ひだことを鋭く反対して，人間の知能的限界を強調する人々は環境が個人的社
会的進歩を促し得ることを否認して，明るい民主的な希望!こ一抹の暗影を投げかけているものであ
るとのべている．職業指導の分野の指導者すらも，職業配置の分野の科学的決定論者の方法に疑問
をもち始めた．全国職業指導協会の長のFred Ｃ，Smith　は協会の会合で以下のように述べてい
る．「われわれは，人間の職業能力について，時代おIくれの考え方を維持し続けてきた．一時アメ
リカの職業指導者は，個人の職業能力という陳腐な概念を支持し卜個人を職能の一個の貯蔵所ある
いは，心理学的テストによって究明される静的存在と考えるにいたった..科学的決定主義は，職業
指導者に彼らの任務が予言の仕事であり，彼ら自身が光栄ある予言者であるというまちがった考え
方をもつにいたらしめたのである．
　一般に方法主義の誤謬を指摘すれば，次の諸点をあげることがで遣るであろう．
　　　１．世界を事物から解釈し，機能から，すなわち．事物相互の関係から規定しない．
　　　２．児童を部分からなる機械と考えて，決して統Ｔ-的な有機体として考えない．
　　　３，個人かどのようなものであるかは，彼を集団の平均と比較して決定するのであって，現実
　　　の場における，いろいろな力の動的関係を研究して理解するのではない．
　　４．児童の可能性を評価して，これを比較するのではなくレ大小の尺度でその素質，行動，成
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　　　績を判定する．
　　５．教育を，心理学，社会学，美学，倫理学のような基礎科学から批判的に綜合的に取扱わな
　　　い．かりに，こうした基礎科学を認めるとしても，それらは，いずれも，機械観の上.に構成
　　　されたものである．
　　６．生命について，表面的な類似から論じたり，事物の外形や輪廓を写真のように再現するば
　　　か力で．事物相互の関係を表わす力，緊張，発場，受動に触れることがない．したがって，
　　　感情や身体的反応よりも，むしろ技術や知識により大きな関心をもった．
　科学的決定論の短所は，その長所とともに当時の社会情勢を反映したものであった．教育測定運
動か勃興した時代は，大量生産の第二次産業革命の時代であり，優勝劣敗の生存競争がたけなわの
時であった．都市の膨張，摩天楼の出現，産業組合の発達，運輸通信の迅速，これら一連の動き
は，アメリカ社会が質よりも量と運動をどのように強調したかを物語るであろう，このような時代
の子として教育測定は主として数量の比較にむけられ，比較の上の秀れたものを，一般に最ものぞ
ましいものと考えた．換言すれば，教育の科学的決定主義は集団の平均を標準と考え，規準Norm
と，標準standardを混同したのである．けだし，集団の平均はあくまでも規準であって，決して
標準ではなく，標準とは恵まれた状態のもとで個人の可能性が実現し得るであろうと思われる目標
でなければならないからである．要するに，科学的決定主義は正しく人間の生長を解明することか
できず，したがって，また，真に教育作用そのものの改善に貢献することができなかった．このよ
うな欠陥は，しかし科学的決定論に負わされた宿命的なものであって，その反省と解決は, 1930年
以降の社会情勢の急激な変化まで待だなければならなかった．
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，19世紀の末の約30年間の科学的知識の急速な増加と科学的調査と応用に対する恒及的な興味の発
展は，学校のカリキュラムに多くの科学的教材の増加をもたらした.　　，
　Herbert Spencer は，特に教育課程に自然科学を導入する大きな影響を与えた. Spencerは「い
かなる知識がもっとも価値かおるか」(1860)の中において，最も重要な五つの類型の知識が存在
していると主張した.
　　（1）生理学に衛生学，生物学，物理学及び化学などの諸科学から得られる知識を含めて，直接
　　　に自己保存に導き，身体的安寧を生みだす知識.
　　（2）教学，物理学，化学，及び各種の実践科学，応用科学などの諸科学から入手できる職業上
　　　の知識を含めて衣食住を確保するに充分な職業能力の育成を通して間接に自己保存に役立つ
　　　知識.
　　（3）生物学，生理学及び心理学などの諸科学から得られる知識を含めて，子どもの養育としつ
　　　けに役立つ知識.
　　（4）美術にかんする諸科学に求められる知識を含めて余閑の善用に役立つ知識.
　　（5）政治的，社会的‥経済的諸科学を含めて，地域社会のよき隣人及び有用な成員となるこ
　　　とに役立つ知識.
　Spencerは，かくして自然科学の基本的なｍ要性を強調し，それらを社会科学及び人文科学より
はるかに重視した.19世紀の後半に自然科学が飛躍的に発達し教育に対する科学的運動か展開する
に伴jて，学校の教科課程に必然的に科学的教材が多く加えられてきた. SpencerとHuxleyは
生活に無縁な装飾としての人文的な教科を斥けて生活により役立つ科学的教科をとりあげることを
すすめたのである．十九世紀の末に，現代的な実験科学の発達以前に欧米の初等学校，中等学校及
び高等専門学校のカリキュラムにおいて多くのいわゆる科学的学科が存在していたことは事実であ
172 高知大学学術研究報告　　第18巻｀　人文科学　　第13号
る．既に感覚的実学主義やPestalozzi主義，更にHerbartianismによって科学的な教材か多くと
りいれてきた．然し，それらはいずれもその代表的な教科としての博物(Natural History)と，
物理(Natural phiIOSophｙ）の語が示すように全く数科書中心であり，思弁本位のもので，科学教
育が書物的，論証的類型から近代的な，即ち実験室的類型に移行したのは，ようやく新しい世紀を
迎えようとする頃であった．現実において，自然科学,I実験科学の成果が，カリキュラム内容に採
択されるようになったのは，ここ数十年間の傾向であった．大学で教えられた初期の科学的学科
は，もとよりのこと，小学校の科学教育ですら，その当緒においては主として，形式陶冶の立場か
らｍ視されたのであって，その有用性よりむしろその難解性（Di伍culties)から強調されたのであ
る．ドイツは，カリキュラムの現代的実験科学の導入の先癩者であった．
　既に古く, 1695年Halle University のFrancke及び1747年のBerlinの実科学校のHecker
によって発展させられた科学的精神は，決して消失はせず遂にその後の人々の絶えざる努力を経て
ついに近代の科学的方法と科学的技術に結実し，やがて，･ドイツに応用科学の最高水準に達する道
を開いたのである．科学の実験研究活動は, Giessen (Cおけ,るJ. Liebig (1803-1873)の1826年
頃の実践が最初のものと思われる．　　　　　　一一’
　これよりさき, 1823年，ニュールンベルヒに技術学校力墳」設され，科学的，教学的教科が応用科
学の基礎として教科課程の主要な部分を占めた．脊の後, 1852年/実科学校は工業技術の基底とし
て新たに物理学，化学，鉱物学及び自然地理の学普に力を注いだ，アメリカ合衆国において，実験
室の実験が取り入れられたのは，大学においては, 1850年以後，中等学校においては，19世紀の末
葉以後のことである．実験室法(Laboratory Methods)がイギリスの大学に導入されたのは19世
紀の中葉であった．そして，イギリス，フランスの両国,にお’いで，現在においてすら，最善の科学
教育が旧来の大学においてよりも，むしろ主として弗設の技術的，特殊的な専門学校において行な
われている．然し，今日では．どこの国でも，小学校から大学にいたる殆んどすべての種類の学校
において実際上，その教科課程のところの部分に多かれ少かれ自然科学をとりいれないところはな
く，科学的精神と科学的方法に対する関心は世界共通の傾向である．
　科学的決定論者は，すべての生徒のための中核教科として科学をカリキュラムに含ませるべきだ
と考へた．彼らは，科学の諸事実と科学的精神と方法は.すべての市民に与えられるべきだと信じ
た．現代アメリカにおける有数の教育学者Boyd ･Menry Bode (1873-)は, 1927年次のように述
べている．
　科学の発達は，人間が彼自身の目的のために自分の物質的社会的環境を統制し得るという証拠で
ある．この統制が時の経過とともに，更に拡大し，徹底したものになるであろうと信ずる根拠はい
たるところに見出される．科学はそのすべての勝利にもかかわらず，今なおその幼児期にある．人
類の予言者と先見者は幻を見，夢を描いて進んできたが今や．われわれは，これらの幻と夢を実現
する手段を科学に仰ぐのである．したがって，科学の発達は集合的な事業であり共通の関心であ
る．しかしながら，カリキュラムヘの科学的運動め影響は，教科課程への科学の算入以上のものに
発展して行った．科学的運動の教科課程に対する貢献の最も大きな貢献は，教科課程の科学的研究
とその科学的構成に関するものである．二十財紀の初頭まで，カリキュラムは数世紀にわたって雪
だるまのように社会の進歩と文化の発達に伴って次から次へと膨張してきた．カリキュラム内容の
増加は，意見と権威の力によって，或は，知識の自然の爾積によって，それまでなされてきていた
のである．教科教材は，伝統的に教育課程の一部となって行つなので，極めて稀にしか削減される
ということはなかったのである．かつては，明らかに必要とされ，有用であった学科か，その本来
的の有用性を時代とともに失ってしまった時すらも，そうした学科は習慣の力のために，或は，教
師がそれを教えることを欲したため，或は，両親が自分たち自身が学習したものを自分たちの子ど
もも教授されねばならないと感じたために等の理由jで，時代の進展とは無関係に，いつまでも，そ
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の地位を維持することができた．すでに，その有用性が失われた時代になっても，それは改めて反
省を加えられることなしにただ旧来の慣習から温存されたのである．けれども，生活に対するその
有用性が全然問題にされなかったわけではない.17世紀の後半頃から生活の要求にもはや合致しな
くなったことで明らかに意識されてくると，今度は，それは誤れる形式陶冶の立場から容易にその
地位を譲ろうとはしなかった．このようにして，教科の数は必然的に増加の一途をたどってきたの
である．いうまでもなく，近代の高い文化水準において，昔日の読方，書き方，算術という限られ
た教科がそのまま叫一の教育内容を構成することは許されないであろう．しかし，文化の発達に伴
って，教科は無数に増加しなければならないのであろうが，教育内容め本質は，あぐまでも，それ
が生活にとって必要であ･り，有用である点に存する．しからは，どのような教育内容が個人と社会
の両者における実際生活の要求を充たすであろうか．教育科学の運動は個人と社会の両者の現実的
な要求を充足するために，何か教えられるべきかを科学的に決定するためにCurriculum material
の体系的客観的分析をもたらしたのである. David Snedden, Frederick G. Bonser, Wessett,
W. Charters, Franklin Bobbitt らは科学的カリキュラム再構成迎動の卓越した代表者であった.
　SneddenはすべてのCurriculum Construction の基底に教育の社会学的目標の科学的決定を活
用しようとつとめたのである. Sneddenは教育目標の設定に科学を最高度に利用し，社会科学の技
術によって客観的に決定せられた社会的価値の尺度に立脚して学校のカリキュラムを科学的妥当性
の観点から詳細にまとめあげたのである. Snedden　によれば，教科課程の科学的手順は次のよう
な段階を経なければならない.
　　（1）社会の目標の科学的決定
　　（2）教育によって達成され得られる社会目標の科学的決定--一教育目標
　　（3）学校によって到達し得る教育目標の科学的決定一学校の目標
　　（4）学校の目標を遂行するに用ひられ得られる教科の種類と量の科学的決定一一教科の目標
　　（5）個人の知的資質と特殊の機能の最大限の発達を個人に可能ならしめるに必要とされる分化
　　　の科学的決定-一生徒の目標
　Snedden　はすべての教育の目標を大人の身体的職業的市民的及び文化的生活の必要から決定し
ようとした．そして，これらの必要は生産者，実行者の立場と消費者，享受者の立場の両面から考
察され，これらの必要にもとづいて規定された一般的な教育目標はすべて知識，習慣，能力および
興味の特殊的な目標に科学的に分析される.
　Bonserは特に小学校の教科課程の構成に興味をもち.あらゆる個人が統合.された調和のとれた
安定した社会秩序をもたらすために持たねばならない統合的の諸習慣，技能，態度，情操の科学的
決定を関心を寄せたのである．それで，科学的の職業分析の過程を通じてBonserはこのような統
合活動から成立する小学校カリキュラムを構成しようとした.
　Werret Ｗ. Chartersは1923年「カリキュラムの構成」を公にしたが，これは教科課程の科学
的構成に大きな貢献をした．彼によれば，教科課程の構成に当っては，まず，教育の目的と教科課
程の論理的関係が極めて不明確であった／それはこれまで教育の目的を設定する人々がただ彼らの
頭の中で考えた観念的な理想をあげただけで人間の営なむさまざまな現実的な生活活動を考慮しな
かったからである．教科課程が教育の目的から論理的に導き出されなけばならないとするならば，
能率的な社会生活の理想，活動を科学的に決定分析することが，まず強調されなければならない．
このような観点からCharter　は次のようなCurriculum Construction　の法則と段階を定立した
のである.
　　（1）社会的に能率的な個人を支配する理想の科学的決定
　　（2）社会的に能率的な生活に必要とされる身体的及び知能的活動の科学的決定
　　（3）社会的能率的な生活の特殊な活動を統制する理想の科学的決定
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　　〔4〕これらの理想，活動観念が生徒に提示される重要度の排列順序の科学的決定
　Bobbittは科学的カリキュラム構成の点て，もっとも有効な実践を行った人であり，他の如何な
る教師よりもこの方面の研究者に刺戟を与へたものと思われる. 1924年Bobbittは「カリキュラ
ムの構成法」（Ｈｏｗto Make Ａ Curriculum)を･公けにしSpencer以来の活動分析の方法を進め
て，人間の主なる生活経験を言語活動，一般的社会活勁√保健活動，公民活動，両親的活動，宗教
的活軌精神衛生的活動，余暇活動，非職業的活動及び職業活動の10箇の領域に分析し，これらの
一般的生活を, 1926年の「カリキュラム研究」において幾多の客観的科学的研究から更に徹底的に
分析しようとした.
　Bobbittによれば，教科課程の科学的構成は児童と成人の欠陥の細心綿密の分析一彼のいうと
ころの，人間調査A human Suruey から始められなければならない．客観的科学的調査を通し
て，彼は人間活勁の主要なｰ一般的領域は何かを決定し，更ビその一般的な大きな領域を更に個々の
より小さな分野に分析しようとした．このようにして;　一方では，生活から社会的に望ましい諸
活動を抽出した詳細なリストを又一方では，個人的欠陥を巧に診断した科学的知識を用意した学校
は，多くの経験的知識の中から生徒の年令と能力に心理的に適応する素材を撰択することができる
ものである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ア　　’I
　教科課程の科学的研究が発達するにつれて学校の教材を選択するために３つの型の専門家が共同
してあたらなければならないという原理が明かにされた．第一に，教科の内容を構成している事実
の妥当性と真理性に責任をとるべき専門者で，教材それ自身の専門家で教材を完全に習得した人々
である．第二に，地域社会の要求の充足に必要な教材の選択に責任をとるべき専門者で健全な社会
学的教養と識見を具えた専門的な行政者である．
　第三に，生徒各自の年令，能力，興味に適合した教材の選択に責任をとるべき専門家で児童心理
と個々の児童について徹底した知識をもった専門的な教師である，
　学者，行政者及び教師が協力するならば，教科課程を構成するに当って
　　（1）見当違いの陳腐な事柄や信頼することのできない或は疑わしい事実
　　（2）生活のまことの要求･に関係しない素材　　“　”
　　（3）児童が理解することのできない児童の興味に訴えない教材は当然削除されるであろう．
　従来の教科課程は極めの少数の人々によって，構成.された．しかも，そこでは教科内容に精通し
た専門家が専ら独裁者となり，教師や行政家は殆んど発言権をもたなかったのである．近代の科学
主義は，教材の選択と整理を支配する以下の諸原理に立脚して，カリキュラムの再構成をこころみ・
るものである.
　　（1）現代の社会的嬰求に合致する教材を選択すること
　　（2）個人が生活し活動する地域社会の社会的要求に合致ずる教材を選択すること
　　（3）絶対的価値よりむしろ相対的価値にもとづいて教材を選択すること
　　（4）生徒の能力，資質及び興味に適合した教材を選択すること
　　（5）児童，生徒の発達の段階と年令に適合した教材を選択すること
　　（6）特殊な心理的目標或は社会学的目標に適合した教材を選択すること
　　（7）百科全書的細目にして，学習が敬慢に表面的に流れないように意味ある大きな単元のうち
　　　に教材を選択すること
　　（8）論理的系列よりむしろ，心理的系列において教材を選択する’こと
　要するに，伝統的な教科課程は今や社会の要求にもとづく，生活中心の教科課程をめざして再編
されるに到った．
　しかし，生活の現実的な価値の適切な科学的分析をなすことは，もともと極めて難しいので，そ
こでは，科学的分析は主として特殊の教科の学校外の生活における･機能について行われたのであ
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る．換言すれば，科学的教科課程改訂の実践的な作業の大半は，現行の学校教科を校外生活の要求
により密切に適応させようとするもの七あった．例えば，綴字教材の基礎を求めるために，普通の
文通にどのような語彙が一般に用いられるかを発見しようとしたAyresの研究，或いは，文法教
材の基礎を求めるために日常会話において，生徒がどのような文法上の誤りを犯かすかを分析しよ
うとしたchartersの研究，更に，算術教材の基礎を求めるために一般の成人がその社会的事務関
係において，どのような算術を用いるかを決定しようとした. G. M. Wilsonの研究はその代表
的なものである．そして，これがこの時代の研究の一般的な弱点であり，限界であった．教科課程
構成の研究はあるべき社会の分析ではなく，主として現在の社会の分析にむけられ，そのため，あ
まりにも範囲の狭い教科課程の構成に終らざるを得なかった．生活中心の教科課程を構成しようと
する努力も単に現在の教科組織の内部で行われたにすぎない．
The scientificMovement in Education Scintific determinism
　　:The educational theories of the psychological developmentalists
as ａ result of empirical and speculative thinking･
were formulated largely
　At their best thy were all too often based entirely upon the trial-and-error experience of
the educational pronouncements based upon nothing more than the thinker's own armchair
speculation These empirical findings and speculations, although they accomplished much in
the Way of educational progress, lacked the reliability and adequacy Which the scientific
method of attack had been bringing to the pure　and applid seiences during the great
scientific development of the latter part of the nineteenth century｡
　The　nineteenth　century　had been　characterized　by　tremendous　developments　in the
pure sciences, such as astronomy, biology, physiology physus and chemistry, and in the
applications of science to agriculture･ manufacture･transportation, and almost every other
phase of practical life｡
　The scientific determinist　has insisted that all　educational　problems　be approaced in ａ
scientific attitude, that all educatioal practices and and procedures be determined by inve-
stigations Conducted in the scientific spirit and　by means of　the scientific　method.　The
scientific method is (1) objective, (2) impartial, (3) mathematically precise; and (4) stbiect to
Verification by any Competent observer. This is the method that the educational scientists
would use in determining sueh matters as educational aims educational content, educational
agencieS) educational organization, and educational ｍｅthodS｡
　The scinnt凶Ｃ determinist has little to say about　with　the measurement　of　educational
achievement and the measurement of capacity　to achieve has so far　tended　to divert his
attention from an analysis of fundamental social aims and from ａ very profound Consideration
of the ultimate objectvies of education. There　is　little question, howeuer, but　that　the
scientific determinst has in mind a universe and ａ social order　operating in harmony with
universal natural laws･laws Which always can be　discoverd by　acurate　and exact experi-
mentation and research.
　The ideal social order for him　is one that　is
which have been formulated by science) and he
guarantor of social progress.
iｎ’accord with　the　principles and　】aws
looks　therefore upon　science as the only
Thomas Ｈ. Huxley (1825―1895), who was active in promulgating the scientificpoint of
176 高知大学学術研究報告　　第18ざ　　人文科学　　第13号
View in England toward the　close of the last　century, expressed this conception very
concisely in his definition of education :
　　“Education is the instruction of the intellect in the laws of nature;　under which name
ｌ include, not merely things and theis forces, but men and their ways; and the fashfoning
of the affections and the will into an　earnest and loving　desire to move in harmony with
those laws.”
　べA^e might well question the adequacy of such a limited conception of the ultimate gool
of education. There are many who believe that, in attacking our many social problems,
especially　those　involuing　intricate　human　relationships) Complex social　motives, and
varied individual personalities, it is necessary to draw･ upon　the methods of philosophy as
well as the methods of science.
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